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飯田市は、自然的条件に恵まれ、また、古来交通の要衝に位置しており、埋蔵文化財をはじめ多くの

文化財を遺しています。市南部の竜丘地区の場合、縄文時代以来各所に先人達の足跡が刻まれており、

古墳・寺院址・窯址等多く残っています。特に、古墳は、130基を超える古墳が築造されており、消滅

した古墳が数々ある一方で、長野県史跡馬背塚古墳・御猿堂古墳や飯田市史跡塚原二子塚古墳をはじめ、

なお多くの古墳が現存しています。これらの文化財は、私たちの地域社会や文化を形作ってきたさまざ

まな証しであり、できるかぎり現状の姿のままで後世に残し伝えることが私たちの責務でありましょう。

けれども、同時に、私たちはより良い社会や生活を求めていく権利を持っています。ですから、日常生

活のさまざまな場面で、文化財の保護と開発という相容れぬ事態に直面することが多くなっています。

こうした場合、発掘調査をして記録としてとどめることも止むを得ないものといえましょう。

近年飯田市街地における開発は飽和状態に達し、周辺地区の道路環境の整備が進みつつある状況と相

まって、市街地周辺へ事業所 。住宅が拡散しつつあります。この竜丘地区におきましては、宅地化が急

速に進行しているのに対して、道路整備が徐々になされつつあるのが現状です。特に、竜丘地区と伊賀

良・鼎を結ぶ県道駄科大瀬木線と、一般国道151号との連絡は懸案の事項でありました。そうした高い

公共性を有する点で、今回の開発はやむを得ないものと考えられます。けれども、事業予定地は埋蔵文

化財包蔵地安宅遺跡として周知されており、本事業地に隣接する地点ではこれまでにも、国道建設や民

間の開発に先立って発掘調査が実施されています。本事業地でも重要な遺構や遺物がある可能性が指摘

されたわけですが、道路建設によリー部が壊されてしまうことになりました。そこで、次善の策ではあ

りますが、事業実施に先立って緊急発掘調査を実施して、記録保存を図ることとなりました。

調査結果は本書のとおりでありまして、道路建設部分に限定されたとはいえ、奈良時代～平安時代の

掘立柱建物址群の一画が調査されて、重要な知見が提供されたといえます。竜丘地区が飯田下伊那の古

代史で重要な役割を果たした地域であることは異論のないところで、今回の調査結果は、地域の歴史解

明の大きな手掛かりが得られたものと確信いたします。

最後になりましたが、文化財保護の本旨に厚いご理解を賜った地元の皆様、現地作業 0整理作業に従

事された作業員の方々に深甚なる謝意を申し述べる次第であります。

平成 7年 3月

飯田市教育委員会

教育長 小林恭之助



例   言

1.本書は、県道駄科大瀬木線改良事業に伴ない実施された、飯田市駄科所在の埋蔵文化財包蔵地安宅
遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.調査は、飯田建設事務所からの委託を受け、飯田市教育委員会が実施した。
3.調査は、平成 3年度に試掘作業、平成 4年度に本発掘作業を、 6年度整理作業および報告書作成作
業を行なった。

4.調査実施にあたり、基準点測量・写真測量・空中写真撮影を株式会社ジャステックに、自然科学的
な分析調査をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託実施した。なお、パリノ・サーヴェイ株式会社の報

告中の 1層・ 3層 。4層……は基本層序のI層 OⅢ層 。Ⅳ層……に対応する。
5。 発掘作業・整理作業にあたり、遺跡略号ADKに中心地番1282を付して一貫して用いた。
6.本報告書の記載は遺構の種類を優先した。遺構・遺物図は本文と併せ挿図とし、写真図版は本文末
に一括した。

7.本書は I～Ⅲを馬場保之が、Ⅳを小林正春が執筆した。
8。 本書に掲載された遺構図は、佐合英治・馬場が、遺物実測は山下誠一 。馬場が、また、写真撮影は

福澤好晃が担当した。なお、作業実施にあたり、整理作業員が補佐した。

9。 本書の編集・総括は、馬場が行なった。

10。 本書に掲載した遺構図の中に記した数字は、検出面からそれぞれの穴の深さ (単位cm)を表して
いる。

11.本書に掲載した石器実測図の表現は『恒川遺跡群』(飯田市教育委員会 1986)に 準拠 じ
rた
。なお、

節理面は斜線、破損部分はスクリーントーンで示した。

12.本書に関連する出土遺物および記録された図面・写真類は飯田市教育委員会が管理
7L、
飯田市上川

路1004-1飯田市考古資料館で保管している。
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経 ・過

調査に至るまでの経過

昭和63年 8月 20日付で長野県飯田建設事務所長から、長野県教育委員会教育長ならびに飯田市教育委

員会宛に、昭和64年度の県道等の開発に係る埋蔵文化財について回答が提出され (63飯建第540号 )、 飯

田市駄科における県道駄科大瀬木線の道路改良事業の計画が示された。当該地は、埋蔵文化財包蔵地安

宅遺跡の一画に位置し、昭和43年 12月 ～44年 2月 に一般国道151号の付替線建設に先立ち、また、昭和610

63年には民間開発に先立ちそれぞれ緊急発掘調査が実施されている。

平成 2年度から事業が実施に移されたのを受けて、平成 2年 10月 19日、飯田建設事務所 。長野県教育

委員会文化課 。飯田市教育委員会の三者が現地で保護協議を実施した。その結果、用地買収後に試掘調

査を実施し、調査結果に基づいて改めて協議することとなった (平成 2年 11月 17日 付、 2教文第7-200

,デ )。

諸協議に基づいて、平成 3年 8月 29日、飯田建設事務所長 紅粉 彰と飯田市長 田中秀典との間で
試掘調査に関する委受託契約を締結し、平成 4年 1月 28日、試掘調査に着手した。重機を入れて路線全

体にわたってトレンチを設定し、遺構確認面まで掘り下げた。翌29日 に器材を搬入し、30日作業員を入

れて2月 3日 まで遺構・遺物の検出作業を実施した。その後、雪 0出水により、調査区が水没し、排水

しながら写真撮影・測量調査を実施し、 2月 18日現地作業を終了した。

試掘調査の結果、奈良時代から平安時代にかけての遺構・遺物が確認されたことから、本発掘調査の

実施が不可欠と判断され、平成 4年 6月 H日、飯田建設事務所長 宮島直人と飯田市長 田中秀典との
間で発掘調査に関する委受託契約を締結した。

2。 調査の経過

諸協議に基づき、平成 4年 7月 6日発掘調査に着手した。重機により表土を除去し、続いて作業員を

入れて遺構の検出・掘り下げ作業 0精査を行なった。それらについて写真撮影を行ない、空中写真撮影・

写真測量調査を (株)ジ ャステックに委託した。引き続き、排土下の調査を実施するため重機を入れた

ところ、湿地に重機がはまり込んで作業が中断され、発掘調査は大幅に遅れざるを得なくなった。この

ため、当初の契約期間内に調査を終了することが困難となり、契約変更を行なった。重機撤去後、残り

の調査を同様の手順で順次行ない、平成 5年 2月 15日、現地での作業を終了した。なお、 2月 24日 には、

調査地周辺の古環境復元を目的として自然科学的な分析調査を (株)パ リノ=サ ーヴェイに委託実施す
るため、試料採取を行なった。現地調査にあっては、調査対象地の北側半分が湿地であったため、重機

および作業員による作業とも非常に困難を極めた。

引き続き、平成 6年度にかけて、飯田市考古資料館において出土遺物の水洗 。注記・接合・復元作業、

現地で記録された図面 。写真類の整理作業、遺物の実測 0写真撮影作業、遺構図等の作成 。トレース作

-1-



3.調査組織

調査主体者

調査担当者

調 査 員

作 業 員

業、版組み等行ない、本報告書作成作業にあたった。

飯田市教育委員会 教育長 福島 稔

小林恭之助

小林正春・馬場保之

佐々木嘉和・山下誠一・佐合英治・吉川

伊藤尚志・福澤好晃

新井幸子 0新井幸子・新井ゆり子・池田幸子 。市瀬長年 。今村治子 。大原久和

岡島 亘 0岡田紀子・金井照子・金子正子 。金子裕子 。唐沢古千代 。唐沢さかえ

川上一子・北原久美子・北原森作・木下喜代恵 。木下早苗 。木下 博 。木下良子

木下玲子・櫛原亜紀子・櫛原勝子・小池千津子 。小平不二子 。小平峯子 。小林千枝

五味洋治 0斉藤千里・斉藤徳子・坂井勇雄 。佐々木真奈美 。佐々木美千枝 。佐々木光江

佐藤知代子・塩沢澄子・清水二郎・鈴木尊子 。鈴木憲之介 。関島真由美 。滝上正一

田口久美子・竹本常子・田中 薫・田中恵子 。田中百子 。田畑恵子 。塚原次郎

中島真弓 0中平隆雄・西尾茂人・西山あい子 。丹羽由美 。丹羽啓子 。萩原弘枝

林 朝子・林勢紀子・樋本宣子 0平栗陽子 。福沢育子 。福沢五男 。福沢幸子

福沢 トシ子 0古根素子・古林登志子・細田七郎 。森  章 。森 信子 。牧内郁代

牧内 修・牧内喜久子・牧内とし子・牧内八代 。増田香代子 。松沢美和子 。松下成司

松下真幸・松島直美 0松本恭子・松本幸子 。三浦厚子 。水落佳代子 。溝上清見

南井規子・宮内真理子・森藤美知子・矢澤博志 。矢沢房子・山田康夫 。吉川悦子

吉川紀美子・吉川小夜子・吉川正実・吉沢佐紀子 。吉沢まつ美

事 務 局

飯田市教育委員会社会教育課

安野 節  (社会教育課長、～平成 5年度)

横田 穆  (  〃  長、平成 6年度)

(～平成 3年 12月 )

(平成 3年 12月～)

豊 。渋谷恵美子 。吉川金利 。下平博行

中井洋一  (

原田吉樹  (

小林正春  (  ″

(      
′′

山下誠一  (  〃

吉川 豊  (  〃

馬場保之  (  〃

〃  文化係長、～平成 3年度)
〃   〃 長、平成 4・ 5年度)

″ 、～平成 5年度)
″ 長、平成 6年度)
〃 、平成 6年度)
′′
      )

′′
      )
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渋谷恵美子

吉川金利

下平博行

伊藤尚志

福澤好晃

岡田茂子

篠田 恵

(社会教育課

(      
′′

文化係、～平成 5年度)

″ 、平成 506年度)
〃 、平成 5・ 6年度)
〃  、平成 6年度)
″  、平成 4年度～)

社会教育係、平成 506年度)
〃  、～平成 4年度)
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|1遺 跡 の 環 境

自然環境

飯田市竜丘地区は、_飯田市街地から南に約 4～ 8んπに位置し、飯田市全域から見ればやや南部にあた

る。東は天竜川をはさみ龍江地区に、北は毛賀沢川で松尾地区と境を接する。南は久米川をはさみ川路

地区となり、西は高位段丘上で伊賀良地区と接する。

伊那谷の基本的な地形は、天竜川の流れに沿ったほぼ南北方向への断層段丘地形を特徴としている。

伊那盆地ができはじめたのは250万年位前からで、天竜川が流れ始めたのもこの頃からといわれる。こ

の頃から60万年前までに南アルプスが隆起をはじめ、竜東側に巨大扇状地ができ、60万年前頃から中央

アルプスが隆起をはじめ、伊那谷全体が巨大扇状地で埋め尽くされた。そして、10万年前頃から断層運

動が活発となり、中央アルプスの上昇とともに盆地全体も上昇し、断層がたくさんできた。また、山地

の上昇と気候の温暖化により、天竜川やその支流により段丘および扇状地の開析が進行した。伊那谷の

生い立ちを知る上で、最も参考になるのが松尾から竜丘地区を貫く「念通寺断層」である。

竜丘地区では天竜川が東端を南流し、大部分が鵞流峡の狭窄部にあたり、その先の時又付近からは流

れをやや西側に変えて、広々とした氾濫原を形成する。平坦部は、氾濫原を含め大きく5～ 6の段丘面

で形成されており、それらは火山灰が被らない低位段丘Ⅱと、被る低位段丘 Iと に大別できる。下位の

面が沈降した結果、段丘崖直下には湿地が形成される場合が多い。また、伊賀良と接する中位段丘の標

高は500π前後でローム層に覆われた台地で、低位段丘 Iと の比高差は約70π を測り、その境が「念通

寺断層」である。各段丘面は毛賀沢川 。新川 。西沢川 。駒沢川 。臼井川 。久米川といった天竜川の支流

により開析され、複雑な小地形を呈している。

安宅遺跡は、新川に面した中位段丘上のいわゆる「駄科面」に位置しており、年通寺断層に平行する

一段下位の小段丘崖下に展開する。断層活動により沈み込んだ遺跡北西側は沈降により湿地化しており、

南東側下位のいわゆる「駄科駅面」の段丘縁に近づくほど乾燥している。

気候面でみれば、飯田市は比較的温和であり、平均気温は、13℃を越え、降水量は年間 1,600mπ程度

と年間を通して周辺の山地部より少ない。竜丘地区は飯田市の中でもさらに温暖である。これは、地区

の大部分が標高370～ 440π と低いことが主因であり、また、西側に大きな段丘崖を背負っているため、

冬の南西からの卓越風から守られる格好になっていることも要因のひとつにあげられる。こうした温和

な気候や起伏に富んだ地形に由来して、飯田市をはじめとして下伊那地域は豊かな動植物相を示してい

る。植物の水平分布からみると暖地性と温帯性の分布の接点にあたり、植物の種類も2,500種 に及ぶ植

生豊かな地域である。また、飯田市から阿智村 0下条村 。泰阜村 。天竜村に分布するギフチョウは、市

内では竜丘 。伊賀良 。川路 。三穂 。龍江。千代の各地区に生息しており、平成元年 1月 31日 付で飯田市

指定文化財 (天然記念物)に指定されたほか、同年 4月 には地区内桐林を中心とするギフチョウ生息地

が環境庁の「 S、るさといきものの里」に指定されている。
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2.歴 史環境 (挿図 102)

竜丘地区の遺跡を概観すると、天竜川氾濫原及び段丘崖を除いてほぼ全域が埋蔵文化財包蔵地であり、

殊に、飯田下伊那地方で最も古墳が多く築造されている。竜丘地区での遺跡発掘調査は近年 (主に昭和

40年代以降)に なって増大してきた。これまでに行なわれた発掘調査のうち、一般国道151号付替えに

先立つ鏡塚古墳、内山。花の木遺跡、安宅遺跡,県道駄科大瀬木線拡幅改良に先立つ鈴岡城址,農業構

造改善事業に先立つ小池遺跡、宮城遺跡、神送塚古墳、前の原遺跡、駄科北平遺跡,市立竜丘保育園建

設に先立つ前の原遺跡,治水対策事業運搬道路建設に先立つ蒜田古墳、塚原遺跡、塚原二子塚古墳、ガ

ンドウ洞遺跡,集会所建設に先立つ開善寺境内遺跡,民間開発に先立つ安宅遺跡、上の坊遺跡、蒜田遺

跡、ガンドウ洞遺跡、鈴岡城址、西の塚遺跡、久保尻遺跡、前林遺跡、松林遺跡、遠見原遺跡等の緊急

発掘調査がある。一方、わずかではあるが宮洞窯址群の学術的な調査や飯田高校考古学班による前の原

遺跡調査も行なわれている。

竜丘地区の歴史を概観すれば、縄文時代以降人々の定住した姿が確認されている。しかし、火山灰が

確認される低位段丘 I(いわゆる「桐林面」 。「駄科面」・「長野原面」等)や中位段丘上では、市内

他地区の上溝遺跡 。八幡原遺跡 。猿小場遺跡 (松尾)や下の原遺跡 (伊賀良)等で旧石器時代の遺物が

出土しており、地区内にもこの時代の遺跡がある可能性は高い。

縄文時代前期になると、上の坊遺跡で断片的ながら後葉の土坑や土器・石器が確認されており、氾濫

原から20π程の高所での人々の活動が知られるようになる。中期には宮城遺跡 0前の原遺跡・安宅遺跡 。

駄科北平遺跡で竪穴住居址等が調査されており、宮城遺跡では飯田地方では数少ない藤内Ⅱ式期を主と

する集落が調査されている。駄科北平遺跡では中期後半の住居址が 2軒調査され、さらに終末のものと

考えられる石棒を伴う配石墓墳がある。また、開善寺境内遺跡において中期中葉～後葉の遺物が出土し

ている。後期初頭として、宮城遺跡土坑出土の東海地方の影響を受けた土器が注目される。後 。晩期か

ら弥生時代中期にかけては、具体的に生活の様子を物語る資料はほとんどない。

弥生時代後期から古墳時代前期の遺跡は、他地域の状況と同様、遺跡数が増加しており、これまで中。

高位段丘上での調査事例が主である。本遺跡の他、蒜田遺跡・ガンドウ洞遺跡 0鈴岡城址で住居址が調

査されている。いままでのところ、低位段丘上での調査例はないが、竜東対岸の龍江地区では治水対策

事業に先立つ調査で、氾濫原に面した緩斜面で集落の一部が調査されており、今後低位段丘での調査例

も増えると考えられる。また、蒜田遺跡 。上の坊遺跡では、貼り石をもつ方形周溝墓が調査されている。

蒜田遺跡は方墳と考えられる蒜田古墳に、また、上の坊遺跡は長野県史跡馬背塚古墳がそれぞれ近接し

た位置にあり、古墳時代前～後期の地域的な墓制の特徴を解明する上で、注目される遺跡といえる。

竜丘地区には消滅したものを含めると140基の古墳が築造されており、松尾 。座光寺地区とともに古

墳が集中する地域である。特に、前方後円墳および帆立員型古墳の数が多いことが際立っており、塚越 。

権現堂 。兼清塚・丸山。大塚 。塚原二子塚 。金山二子塚 。馬背塚 。御猿堂の前方後円墳、および塚原 3

号 。鏡塚 。鎧塚の帆立員型古墳がある。かつて飯田下伊那地方の古墳は横穴式石室を代表として語られ

ることが多かったが、近年では5世紀代の古墳築造開始期のあり方に注目が集まりつつある。権現堂 。

兼清塚 。丸山。大塚 0塚原二子塚 。塚原 3号 。鏡塚・鎧塚各古墳は、横穴式石室に先行して竪穴式石室
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1.安宅遺跡  2.駄 科北平遺跡  3.遠 見原遺跡  4.松 ヶ崎遺跡  5。 前林過跡 。前林廃寺
6.内山・花の本遺跡  7。 久保尻遺跡  8.前 の原遺跡  9.宮 城遺跡  10。 ガンドウ洞遺跡
11.蒜田遺跡  12.開 善寺境内遺跡  13.蒜 田古墳  14.塚 原古墳群  15。 鈴岡城址

16.松尾城址  17。 宮洞窯址群  18.河 内ヶ洞窯力L群  19.堤洞瓦窯址

挿図 : 調査遺跡および主要遺跡位置図
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やそれに類する埋葬施設を持つ 5世紀から6世紀初頭の古墳と考えられている。そして、当地方の 5お

よび6世紀の古墳築造の動向は、畿内における大和政権の大古墳築造の動きと通じることが指摘されて

おり、古墳出土の馬具や殉葬馬と絡めて、当地区が馬匹生産で重要な役割を果たしたといわれている。

古墳時代後期の集落址は、本遺跡や前の原遺跡・ガンドウ洞遺跡等わずかな調査例のみであるが、前

述の古墳築造の背景として、相当規模の集落が複数あったと考えられる。前の原遺跡では、一辺が1lπ

を測る大規模な竪穴住居址が調査されており、出土遺物から居住のための施設と考えられるが、居住者

の他と懸隔した性格を物語るものと考えられる。

続く、白鳳期には上川路廃寺の存在が、古瓦出土から推測されている。また、奈良時代から平安時代

にかけて桐林に古瓦・瓦塔破片を出土した前林廃寺、さらに上川路上の坊遺跡で古瓦、桐林宮洞窯址か

らは博仏が出土している。古墳築造に引き続いて新たな権力の象徴として寺院の建立がなされ、当地区

が重要な位置を占め続けていたことが伺われる。

本遺跡や前の原遺跡では、これまでに奈良 0平安時代の集落址の一画が調査されている。前の原遺跡

の場合、時期および性格の把握が困難であったが、 9× 2間の身舎に3面に庇を持つ総柱建物址と、こ

れに接して 2列に並んだ柱列址が検出されている。古墳時代以降、竜丘地区が当地域の主要な位置を占

めていたことをさらに裏付けるものといえる。また、高位段丘の縁の駒沢川に面した部分では、良質な

粘土と湧水に恵まれ、陽当たりの良い緩斜面を利用して宮洞 。河内ケ洞といった須恵器生産の窯址群や

堤洞瓦窯址が集中している。

古代東山道の経路についてはいくつかの推定路線が、それぞれの研究者により示されている。座光寺

地区の恒川遺跡が伊那郡衝址であり、また、松尾地区の久井遺跡は大規模掘立柱建物址が調査され、古

代官衛関連の遺跡と推測される。また、本遺跡も本書の内容のとおり、今次調査では規則的に配列され

た掘立柱建物址・柱列址があり、かつ灰釉陶器碗の転用硯が出土しているなど、一般集落とは考え難い

ものである。また、今次調査地点北側500π では、平成元年度に実施した詳細分布調査に際して、平安

時代の円面硯が表採されている。このように、古墳時代の主要古墳の分布状況と、前述の律令期寺院址

及び官衛的遺跡の分布状況を勘案すれば、竜丘・松尾 0座光寺を東山道が通過したとする説が最有力と

いえる。

平安時代の末期には、文書に伊賀良庄の名が登場し、地区内の一部が伊賀良庄に含まれている。鎌倉

時代末には鎌倉・京都で禅宗が流行したことを受けて、地区内に名刹開善寺が開かれ、寺伝によれば建

武 2(1335)年領主小笠原貞宗が京都建仁寺より清拙正澄を招請して創建されたとも、また、貞和 2(134

6)年 7月 19日 の三浦和田文書によれば、地頭江馬氏が寺領として中村 0河路両郷を寄進し、大鑑清拙を

開山として禅刹開禅寺を創建したともいわれる。同寺所蔵の重要文化財「絹本著色八相浬槃図」は時の

五山文化そのものを直に受け入れたことを物語っている。暦応元(1338)年室町幕府から諸山に、応永34

(1427)年十刹に列せられたが、明応8(1499)年 に火災に遭い山門を除いて焼失し、衰微した。その後、

天文18(1549)年、小笠原信貴が武田信玄の援助を受けて京都妙心寺より速伝を招き復興したが、天正10

(1582)年織田信長の信濃侵攻に際し兵火を受け、元禄11(1568)年頃にはほぼ現在の寺観に復している。

山門は重要文化財、鐘楼は重要美術品となっている。

地区の北端には、南北朝期に小笠原貞宗の次子宗政により、毛賀沢川に面して鈴岡城が築城され、対

岸の松尾城とともに小笠原一族の居城であった。しかし、信濃国守護職を松尾小笠原と争い急速に勢力
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が衰え、天正10(1582)年織田信長の信濃侵攻により滅亡した。駄科北平遺跡では中世堂址と考えられる

遺構や四耳壺・青磁・山茶碗・内耳土器・和鏡等遺物が調査されており、鈴岡小笠原氏と深い関わりが

あると考えられる。

地区内時又地籍は、天龍川が深く緩やかに澱んでおり、時又港は江戸時代初期より飯田藩の江戸御廻

米の舟出港として栄えており、その他煙草・柿等が青谷 (静岡県磐田郡竜山村)な どに向け送り出され

た。明治以降、鉄道が開通したことや道路改修がすすんで運送馬車が登場して通船は縮小され、竜東や

南部山間地への物資の運搬等を中心に繁盛したが、明治40年代以降、橋梁が次々に掛けられたり鉄道が

延長されたりして、徐々に衰退していった。

竜丘地区は、古代から近代にいたるまでの飯田下伊那地方の中心地のひとつに上げられよう。
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∩

日

日

Ｈ

＝

日

目

目

目

日

目

目

Ｈ

Ｐ

|

ヽ

ハ

／

／
＼＼＼′′／ノ一一一一〕〕）ヽ＼＼ハ／ノ

挿図3 路線図および調査位置図
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0                           1

挿図 4 基準メッシュ区画調査位置図

一
H―



||!

調査区の設定 (挿図 304)

調 査 結 果

調査区の設定は、飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づいて、株式会社ジャステックに委託実施し

た (設定方法については、飯田市教育委員会 1994 『中村中平遺跡』参照)。 今次調査地点は、LC一

94 10-44。 同10-36。 同10-28内 に位置する。調査においては、LC-94 10-44を I区、同10-36

をⅡ区、同10-28を Ⅲ区とした。

2.基本層序 (挿図 5)

試掘調査時に把握された基本層序は、挿図5の とおりである。層序は、パリノ・サーヴェイ株式会社

の分析報告中の層序と表記は異なるものの、対応する。Ⅸ oⅧ oV層はⅢ区以北に、また、Ⅵ層はⅡ区

北半以北に分布する。Ⅳ～Ⅵ層は、性状が同じであると判断された。特に、Ⅳ oV層は一気に埋まった

ⅢBC7 ⅢへV7

ⅢA・ 15 ⅡBQ3

432.50

ⅡB」 3

I.耕土
H。 自色砂土

Ⅲ.灰色砂土混黒色砂質土

Ⅳ.灰黒色粘質土

V.灰色混黒色土
Ⅵ.黒色土

Ⅶ.ソブ混黒色土

Ⅷ.褐色粘質土

Ⅸ.黒色粘土 (泥土)

X.黄褐色粘土
Ⅸ.灰色粘土

ⅡA011 ⅡAA12

432.50

挿図 5 基本層序
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Ⅷ

Ⅸ

X

Ⅲ

一　
Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅸ

X



考えられる。調査区北半を中心に各層からの遺物出土があるが、Ⅵ oⅧ層では奈良～平安時代の遺物が

混じって一次的な包含状態になく、層の時代性については、不明である。

検出遺構についてみると、調査区北半では、竪穴 70土坑34がⅨ層上面から掘り込まれている。これ

以外の大部分の遺構は、Ⅷ層上面から掘り込まれており、遺構検出面はⅧ層上面である。南半ではⅦな

いしX層上面から遺構が掘り込まれている。Ⅶ層の分布は部分的であり、遺構検出面はX層上面である。

掘立柱建物址 50809で 柱痕が、掘立柱建物址 7で礎板が遺存しており、建物構築後に一帯が湿地化
しなと考えられる。なお、掘立柱建物址7の礎板については、他の掘立柱建物址より時期が下り湿地化

に対応したのではなく、溝址 4と重複した結果、採用された措置と考えられる。

自然化学的な分析調査の結果では、Ⅸ層下部は陸生珪藻の出現率や形状から、乾いた場所の土壌が再

堆積した可能性が指摘されている。また、Ⅲ層は周辺に沼沢地のような水域環境が存在し、水性堆積で

あったと推定されている。さらに、植物珪酸体分析等からⅨ層以上が水田層に相当する可能性があるこ

と、Ⅲ層では稲作の様態が変化した可能性が指摘されている。なお、発掘調査時、ⅢAU5調査区壁際
のセクションにおいて、Ⅷ層上面に畦畔らしい高まりが確認された。しかし、面的な確認には至らなかっ

た。

3。 遺構と遺物

調査された遺構の概要は、以下のとおりである (付図 1)。

1軒

8棟

2

3

114蔭

2条

4基

29基

多数

また、特記される遺構外遺物として、図示不能な火舎破片がある。

竪穴住居址

掘立柱建物址

柱列址

囲溝址

溝址

溝状址

竪穴

土坑

小柱穴

-13-



＼〆
卜
ω
］・∞
〇

ト

レ

ン

チ

′
´´

/

|ン

生´一一
´~1

用

地

外

ヽ___一 」

ト

レ

ン

チ

C+sr +o q

--
2m

ノ

遺 構 名 39号住居址

検出位置 ⅢAJ6

時  期 平安

重複関係 溝 3

形  態 (隅丸長方形)

規模(m) X

主軸方向 N85° W(南壁方向)

埋   土 黒褐色土

柱  穴

床   面 確認できず

付属施設

出土遺物

④摯 鉢0横瓶0襲 0

①甕

備  考 南東壁の一部を確認し

たにとどまる

表 1 遺構観察表 (l)

挿図 6 39号住居址、溝址 3、 土坑24
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一Ｊ

‐］∝
Ｗ
Ｙ
０

一Ｉ

の

A

|= 道路

Ｂ
一

A +et.zo

遺 構 名 堀立柱建物址 2

検出位置 IBヽ
ア
12

時   期

重複関係

規模 (m)

′心′き

5.36× 4.16

桁l.68+2.0+l.68×

梁22+196

主軸方向 N76° E

埋   土 暗灰砂土

出土遺物 P6①甕

備   考

一

挿図7 掘立柱建物址 2

遺 構 名 堀立柱建物址 3

検出位置 ⅡAQ9

時   期

重複関係 」L20

規模 (m)

′心′心

496× 3.2

桁1.24× 4

×梁32

主軸方向 N62° E

埋   土 黒色土

出土遺物 Pl①甕 P2①甕

P90甕

備   考

遺 構 名 堀立柱建物址 4

検出位置 Ⅱ AS9

時   期

重複関係

規模 (m)

′b′b

4.56× 2.8

桁l.76+l.28+1.52

×梁2.8

主軸方向 N62°  E

埋   土 黒色土

出土遺物

備   考

表 2 遺構観察表 (2)
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〇
∞
．【
∞
ヾ
メヽ

９

９

掘立柱建物址 3
0         2m

mlml

Ю（又
Ⅵ
◎
‐
⑩
‐
占
臥陶

10

|∪

〇
∞
．［
∞
ヾ
ノヽ

く
|

0
掘立柱建物址 4

遺 構 名 堀立柱建物址 5

検出位置 ⅡAN4

時   期 奈良

重複関係

規模 (m)

′心′心

一×4.8

桁 一×梁2.4

主軸方向 (N60° E)

埋   土 黒色土

出土遺物 Pl④警い蓋

備  考 P2柱痕あり

遺 構 名 堀立柱建物址 6

検出位置 ⅡA08

時   期

重複関係 」ヒ43

規模 (m)

′心′き

4.48× 288

桁 l.12× 4

X梁2.88

主軸方向 N61° E

埋   土 黒色土

出土遺物 P8①甕

備   考

表 3 遺構観察表 (3)

-16-

挿図 8 掘立柱建物址 3。 4



／
Ｑ

Aasr.so B
:a,

掘立柱建物址 5   %南 すす―__三 ¨

‖0

(1碕

掘立柱建物址 6 %_す す___三 仲

―

A +sr.s o

9    1m L黒 色土
2.黒褐色土
3.灰黒色土

P2柱痕

表4 遺構観察表 (4)

Ｂ

一匈
Ｒ

Ｂ
一

Ａ

一

Ｂ

一

用地外

◎
‐
０
‐
Ｏ
①
一

|∪

0「◎

〇
∞
．［
∞
ヾ
ノヽ

Ｂ

一

Ｂ

一

l

挿図 9 掘立柱建物址 5～ 7
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遺 構 名 堀立柱建物址 7

検出位置 ⅡBNl

時   期 奈良

重複関係 溝4を切る

規模(m)

′き′い

― × (3.36)

一×梁 l.68桁

主軸方向 N49°  E

埋   土 黒色土

出土遺物 Pl④甕e杯

備   考 P]・ P2に礎板あり

掘立柱建物址 7



，ρ

／
依

ナ
到

◎
０

　

１
　

　

　

　

　

　

ノ
　

　

　

　

　

　

　

　

∪

が
ヽ
―Ｉ
Ｈ
脚
、

Ｂ

一
A431.00R

‐
ト

レ

ン

チ
1.炭化物を含む繋色泥上

0         1m

P4柱痕

〇
∞
．【
∞
ヾ
ノヽ

∪
ノ

掘立柱建物址 8

掘立柱建物址 9

挿図10 掘立柱建物址 809

=」「
l__」
「
_ヽ__

CI            Э

0          2m

／
脚
卜
下

一Э

遺 構 名 堀立柱建物址 8

検出位置 ⅢBE8

時   期

重複関係 溝10012

規模 (m)

′心′ら

4.08× 2.0

桁18+2.28

×梁20

主軸方向 NH° E

埋   土 黒色泥土

出土遺物 Pl①甕

備   考 P4に柱痕あり

遺 構 名 堀立柱建物址 9

検出位置 皿AU9

時   期

重複関係 溝 9

規模 (m)

′心′き

一 × 一

桁3.3× 梁1.7

主軸方向 N7・ E

埋  土 黒色泥土

出土遺物

備   考 P2に柱痕あり

表5 遺構観察表 (5)
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だヽ
卜
∞
日
。「
〇

囲溝址 4

囲溝址 6

一̈一
ＣＤ一｝

o           2m

挿図12 囲溝址 4～ 6
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一

ド 46

＼
＼

/´ ―ヽ ゛

用  地  外

A +at.zo

-21-

挿図13 溝址4





A+sr.ro B

---

A431.20 B

溝 址 lo

A431.50 B

―

‐

溝 址 7

Aasi.zo

＼
チ

溝 址 11

Qasr.+o D

-.
\-

溝 5

挿図 14 溝址 2・ 507・ :00‖

A431.30 B

―

m

C+st.zo
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用

地

外

A+:2,6T N

1.耕土
2.黒褐色粘質土
3。 暗褐色粘質土

4.灰褐色粘質土
5。 黄色混灰褐色枯質土

C +st.z o

1432.67

1.耕 :L
2.明灰褐色上
3.灰褐色粘質 L

G +sr. zo H
V

用

地

外

E +sr.zo

挿図15 溝址 8
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A+st.zo B
f-r

A431.30  B

挿図16 溝址 609012、

イ

3ゝL40B

溝址 12

―

へ431.80    B

溝状址 3

ilY11人ナlL 4

Ｏ
ｔ

竪 6

C431.40  D

用地外

トレンチ

T25-

溝状址 3・ 4



Ａ

一

竪穴 4

挿図17 竪穴 4～ 6
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A + sr.so B
A +gr.+o Ｂ

一 竪穴 6



土

:二 づ        さ

７
′―
卜
Ｌ

ヽ
ヽ
、ヽヽ

/5

A+sr.+o

lv>t

竪穴 7

挿図18 竪穴 7

溝 H

|∪

遺 構 名 図版NQ 検出位置 規模 (Cm) 形 態 」ヒ  車由 覆 土 時 代 重複遺構 出 土 遺 物

柱列址 1 挿図H ⅢAM6

古柱間

中柱間

新柱間

延長16m

N37° W

黒色粘質

土

古 P2 P5 P8 PH P14 P18

中 Pl P4 P7 P10 P13 P16

新 P3 P6 P8 P9 P12P15P17柱痕 P Pi3 P16 P17

柱列址 2 挿図H ⅢAW9

一　

　

一　

　

一

長

短
　
深

N70° E

暗褐色土

奈良

溝状4

±35

P10不 P3①甕④甕

鉢 P4①甕④杯 P5

④甕・杯 P6①甕

囲溝址4 挿図12 Ⅱ AG12

1,140(10.8)

550(5.0)

20

矩 形 N22° W

黒色土

暗褐色土

囲溝址5 挿図12 Ⅱ AN9

一
　

　

一

　

ｌ

黒色土

表6 遺構観察表 (6)
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一

HJU'I

Aqn.zo

土坑 18

土坑 21・ 22・ 23

/
/
/

ド46

A

A43

A

用
地
外

A+ar,oo B
:_-f

j.t-n 27

n ft.a@B
A 431.7e B
k

+.rt 31

A

Aasr.og

土坑 33

0            2m

∩
|Q/

Ｂ
一 A431.80

り

Aasr.ao

＼
ヽ
、

Ａ
． ド 30

ヽ

溝 4 ｀、

Aagt . oo 
\--l Ｂ

一

Ａ

一

A431.80  B

土坑 32

土坑 !8～23025～ 33・ 46
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土坊:19。 20。 28・ 29

土坑 25・ 26

■l充 46・ 30

挿図19



一

′
′~｀｀ 、` 用地外

土坑35  c
Ｄ

一

土坑 36

―
＝

憔

十
Ｂ

一

Ａ

一

＝
洲
卜
Ｔ

Ａ
一　
Ａ４
一

_\___-/l _/

A+gr ao I g

土坑 40

-r
. z-'-A /r-\) B

k\-^--) \ -. J4431.80 BV
J:t[ 4 4

A431.40          旦

土坑 38

A431.80      B

土坑 45

挿図20 土坑 34～45
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外
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憔
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Ｆ
‐
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〓
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＼
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ヽ
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Aasr.so

土坑 43

A+s t.6o

土坑 34



遺 構 名 図版NQ 検出位置 規模 (Cm) 形 態 ゴ三  車由 覆 土 時 代 重複遺構 出 土 遺 物

囲溝址 6 挿図12 ⅢAN8

長

短

深

黒色土 溝 3

溝址 2 挿図14 Ⅱ AB10

640

40-190

10-20

不整形 N80°  E

灰色砂混

黒色土

①甕

溝址 3 挿図6 ⅢAK7

一　

　

二

黒色土

奈良

f_24

39ミ_

囲溝6

①杯・甕 ④甕・蓋

杯・盤・鉢 0皿、鉄

滓

溝址 4 挿図13 Ⅱ BT4

l,580

670～ 920

4-30

N49° E

断面図参

照

黒色砂質

土

砂土互層

奈良

建 7

」130046

①杯 ④甕・蓋・不

鉢・横瓶 0堤瓶・盤

高杯。長頸瓶 0短頸

瓶、鉄滓

溝址 5 挿図14 Ⅲ A14

1,800

30-120

5-50

N37° E

黒色土 ①甕

溝址 6 挿図16 ⅢAK4

1,520

20-100

5′ν30

Ｅ

　

Ｅ

Ｎ

　

Ｎ

黒色土

下部灰黒

色土

奈良

④不

溝址 7 挿図14 皿AG8

360

30-50

10-20

N39° E

黒色土

溝址 8 挿図15 ⅡBK3

2,460

100-270

10-40

鉤手

N36° E

NH9° E

黒色土

奈良

①壺・甕 ④甕 0蓋

杯・鉢 0高杯・盤・

横瓶・器台

溝址 9 挿図16 ⅢAU7

1,150

40-60

5-40

N42° W

N48° W

黒色泥土

奈良

建 9 ○甕 Q甕・蓋・杯

鉢

溝址 10 挿図14 ⅢBD6

400

50´‐80

10-20

不整形

N35° E 灰色粘土

混

黒色粘土

建 8

溝址 H 挿図14 ⅢBB9

220

20-40

10-20

N19°

N37・

N140°

Ｅ

　

Ｅ

　

Ｗ

黒色泥土

表7 遺構観察表 (7)
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遺 構 名 図版NQ 検出位置 規模 (Cm) 形 態 主 軸 覆 土 時 代 重複遺構 出 土 遺 物

溝址 12 挿図16 ⅢBE9

長

短

深

N53° W

NHO° E

建8

竪6

溝状址 3 挿図16 ⅡAC9

N105° W 砂質混暗

褐色

溝状址4 挿図16 ⅢAW8

ω
　
５０
　
３０

N42° E 灰黒粘土

竪穴 4 挿図17 ⅢAY9 不整方形

漆黒土

平安

竪7

溝H

①甕0杯・皿 0甕

蓋・杯・鉢・壺①碗

皿・段皿・長頸瓶

竪穴 5 挿図17 ⅢBC9 不整形

炭含黒色

土

竪穴 6 挿図17 ⅢBE10

320

300

10

不整形

炭混灰黒

粘土

溝12

竪穴 7 挿図18 ⅢAY7 不整楕円

形

灰黒粘土

奈良

竪4

溝H

EL36・ 38

①甕 0甕・蓋0杯

¬鉢、輔羽口

土坑 挿図19 IBX 9

240

lCXl

20

不整形

褐色土

土坑 挿図19 Ⅱ AP8

130

60

20

不整形

黒色土 建 3

土坑 20 挿図19 ⅡAQ8

100

70

20

不整形

褐色土混

黒色土

建3

土19

○甕

土坑 21 挿図19 ⅡAU7

Ю
　
∞
　
２０

不整円形

暗褐色土 」ヒ22

土坑 22 挿図19 ⅡAV8

欄
　
６０
　
２０

不整形

黒色土混

褐色土

±21

表8 遺構観察表 (8)
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遺 構 名 図版NQ 検出位置 規模 (Cm) 形 態 主 軸 覆 土 時 代 重複遺構 出 土 遺 物

土坑 挿図19 ⅡAU8

長    H0

短    H0

沼R          50

不整円形

暗褐色土 」ヒ22

土坑 24 挿図6 ⅢAF3

黒色土

奈良

溝 3 ④蓋0杯

土坑 挿図19 ⅡAE9 不整形

暗褐色土 」ヒ26

土坑 26 挿図19 ⅡAE9 不整円形

褐色土混

暗褐色土

±25

土坑 挿図19 ⅢAC2

黒色土 ○甕 ④甕

土坑 28 挿図19 Ⅱ AP8 不整形

褐色土 ±19029 ①甕

土坑 29 挿図19 Ⅱ AP7

130

90

20

不整楕円

形

黒色土 」ヒ28

土坑 30 挿図19 ⅡBU5 不整楕円

形

奈良

溝4 ①甕 0甕・杯

土坑 31 挿図19 ⅡB04 不整楕円

形

灰色砂土

奈良

①甕 ④杯

土坑 32 挿図19 ⅡBQ5 不整楕円

黒色土

土坑 挿図19 ⅡBR6 不整円

暗褐色土

土坑 34 挿図20 ⅢAT5 不整形

暗褐混

黒褐色土

奈良

～平安

①甕・杯④熟 蓋

不・鉢・火鉢④碗

段皿・壷

表 9 遺構観察表 (9)
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遺 構 名 図版NQ 検出位置 規模 (Cm) 形 態 主 軸 覆 土 時 代 重複遺構 出 土 遺 物

土坑 35 挿図20 ⅢAX5

‐２

　

２２

　

２

長

短

深

不整形

暗褐混

黒褐色土 平安

①甕0碗 0甕 0蓋

杯 0長頸瓶・横瓶

土坑 36 挿図20 ⅢAY5 不整形

奈良

～平安

①甕 0甕 0蓋 0杯

鉢

土坑 挿図20 ⅢBG 7 不整形

灰黒粘土

平安

①甕0碗・杯 ④甕

蓋・杯④O碗

土坑 挿図20 ⅢAY5 不整形

黒褐色土

奈良

①甕・杯・高杯 ④

甕・蓋・杯・壺・長

頸瓶

土坑 39 挿図20 ⅢBD6 不整形

黒色粘土

奈良

①甕0甕・蓋・杯

土坑 40 挿図20 ⅢBH 7

120

80

40～ 50

不整楕円

黒色粘土

混

灰色粘土

土坑 挿図20 Ⅱ AA12

170

140

10^・ 20

不整形

灰黒色fL

土坑 42 挿図20 Ⅱ AG13 不整楕円

黒色土混

褐色土

上坑 43 挿図20 ⅡA07

150

90

10

不整形

黒色上 建 6

土坑 44 挿図20 ⅡAV4

160

H0

20

不整形

暗褐色土

土坑 挿図20 ⅡBD6 不整形

褐色土

土坑 46 挿図19 ⅡBV4 円形

溝4

表10 遺構観察表 (10)
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総

今次調査に着手する前、これまで調査された周辺地点の調査成果から、縄文時代中期から平安時代に

かけての集落址の確認されることが予想された。しかし、調査遺構・遺物は本書の内容のとおりであり、

様々な知見が与えられた。これらについて概観し、今次調査の総括としたい。

今次調査でまず目につくのは掘立柱建物址・柱列址および溝址である。限られた路線幅内での調査の

ため、各遺構の規模や配置、それに時代性を十分に把握することは困難である。しかし、掘立柱建物址

1・ 3040506、 柱列址 1、 溝址 4～ 9、 囲溝址 4はほぼ方向が揃っており、相互に関連を有する

と考えられる。(挿図32)。 掘立柱建物址 1は調査区外にかかって規模等が不明であるが、柱痕の残存径

が26cmと 大きく、相当大規模の建物址である。また、柱列址 1は、少なくとも2回以上建て替えられて

おり、両側に溝址 506を伴うことから塀といった区画施設と考えられ、特に、近接する建物址 5と は

直接関連する可能性が高い。掘立柱建物址 3・ 406は 4間 ×1間、 3間×1間と柱間を異にするが、

ほぼ同規模で、 3棟棟を揃えて並んでいる。溝址 609は、現水路下が調査できず同一遺構であるか把

握できなかったが、底部レベルが10～ 28cm異なるものの断面形や埋土の状態が類似しており、関連する

と考えられる。溝址 609同様、溝址 8も鉤手になっており、区画のための溝と考えられる。また、溝

址 408は接合する遺物が多く、ほぼ同時期の遺構と考えられる。こうした状況から、これらの遺構群
は、地方官衛関連の施設ないし豪族居館址あるいは寺院址の可育旨陛があると考えられる。また、竪穴 4・

7を はじめとする湿地帯に面した遺構群は、土地利用のあり方、遺物の内容なども合せ、祭祀的な役割

を果した可能性が高いといえる。灰釉陶器碗の転用硯や火舎など特殊な遺物もあり、一般集落の内容に

とどまらない。これまで当地方では、奈良・平安時代の寺院址に比定される地区内の上川路廃寺・前林

廃寺の他、古瓦を出土した遺跡 (棚田遺跡,古瀬平遺跡,恒川遺跡群,新井原・石行遺跡,毛賀御射山

遺跡,上の坊遺跡)、 金井原瓦窯址・堤洞瓦窯址が知られており、瓦を葺く寺院の伝統があったと考え

られる。とすれば、今次調査で確認された遺構群については、古瓦の出土をみないことから、寺院址以

外の施設である可能性が高いと考えられる。具体的には掘立柱建物址 30406と いった梁間 1間の建

物址について建物規模なども勘案すると官衛もしくは豪族居館の倉庫 0厩舎など主要建物の付属施設的

な性格が考えられる。

8～ 10世紀、当地方における官衛的な遺跡は、座光寺恒川遺跡・松尾久井遺跡で大型の掘り方を有す

る掘立柱建物址群が確認されており、恒川遺跡は古代伊那郡衛址と判断され、久井遺跡は東山道に関す

駅の推定地の1つ と考えられている。

本遺跡で検出された方向を一にする建物等の配置状況は、官衛的様相を呈するといえるが、それぞれ

の建物等の柱堀り方は比較的小規模であり、主要建物が未確認であるが大型建物が通例である公的施設

とは考え難い。仮に3棟の建物を厩舎とすれば、 8世紀以降の東山道経営になんらかの形で関与した地

方豪族の居館内の一施設と考えるのがより合理的であると判断される。また、溝址 304の 間隔は8π

を測り、道路敷の可能性もあろう。

本遺跡では調査区の北側が湿地帯となっており、堆積環境の把握が本遺跡の形成過程に関わると考え

iV
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建……掘立柱建物址

溝 ,。 …溝址

柱……柱列址

囲……囲溝址

0           25m

挿図32 主要遺構配置図
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られ、また、遺跡周辺の森林植生や稲作の消長を含めた周辺の自然環境を検討するため自然科学的な分

析調査を依頼した。面的に確認できなかったものの、Ⅷ層上面で畦畔と考えられる高まりが断面で観察

され、イネ属機動細胞珪酸体の出現からⅧおよびⅨ層では水田層に相当する可能性が指摘された。Ⅸ層

上面から掘り込まれた竪穴 70土坑34な どが奈良時代に属することから、段丘直下の湿地帯を利用して、

古墳時代後半期に水田経営の安定化 0規模拡大が図られたといえる。こうした湿地帯の形成は、段丘崖

下に湿地が形成される伊那谷の段丘地形と共通しており、調査地点西北側の小段丘を形成した断層活動

に起因する可能性が指摘できる。

段丘崖直下は、基本的な地形形成後の一定期間は湧水帯として流水もしくは湛水状況にあったと考え

られる。その後順次上位段丘面からの土砂供給により、湿地帯化を成し、それにより、一定規模の水田

経営を成し得る状況をも作り上げ、その安定した時期を古墳時代に求めることができる。さらにそれ以

降のこの地における水田経営は、中世以降の大規模な用水開発までその規模の変化はなかったと考えら

れる。

また、Ⅸ層上部より上位の花粉化石群集の分析結果では、ツガ属が多産し、マツ属が上位に向けて増

加する特徴が指摘されている。樹種の同定は今回行なっていないが、肉眼で観察したところでは、
マツ。

ヒノキが多いと考えられる。マツ属の急増について、人間の積極的な周辺植生
への干渉が指摘されてお

り、古墳時代後期以降当遺跡周辺において山林部分に至るまで旺盛な人々の活動があった様を裏付ける

といえよう。なお、調査地点の北側200π の当小段丘から張り出した独特の占地をなす前方後円墳塚原1

号古墳の築造もこの地における安定した水田経営と深い関わりを持っての結果と考えられる。さらに、

この古墳の被葬者の後裔により、今次調査結果によりその一部が明らかになった建物群を配した居館形

成があったことも十分に推測される。

竜丘地区には多数の古墳が築造されており、また、本遺跡を初め地区内の中
0低位段丘上の遺跡は、

飯田下伊那ばかりでなく日本の古代史に関わる重要な遺跡が多いと考えられる。しかし、調査地点周辺

には記録もされずに消滅した古墳が数多くあったことも事実であるし、また、現在事業所等の進出
。宅

地化が急速に進行しつつあり、十分に保護策が講じられないまま、蚕食的に遺跡破壊がなされているの

が現状である。それ故、なおさら文化財保護の本旨に則ったたゆまない活動が求められているわけで、

そうした努力こそが、今次の調査成果を地域の歴史のなかに正しく位置づける方途であろう。

(小林正春)
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下伊那史編纂委員会 1991『下伊那史 第 1巻』

下伊那誌編纂委員会 1984 『下伊那誌 第 1巻 地質編』

下伊那地質誌編集委員会 1976 『下伊那の地質解説』

竜丘村誌編纂会   1968 『竜丘村誌』
長野県       1961『 重要文化財開善寺山門修理工事報告書』

長野県教育委員会  1990 『天竜川』 歴史の道調査報告書XXX

長野県教育委員会  1992 『ギフチョウの保護活動と生息環境の保全 古墳の景観保存のための啓蒙
について』

長野県史刊行会   1983 『長野県史 考古資料編 主要遺跡 (中 。南信)』

長野県史刊行会   1988 『長野県史 考古資料編 遺構・遺物』

長野県史刊行会   1989 『長野県史 通史編 第 1巻 原始 。古代』
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

1-

1

39住

須恵器

横瓶

口  9.8

品

低

平行タタキ 石英多量 内 青灰

淡青灰

青灰外

良

2 ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

甕

ロクロナデ

タタキロ

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

須恵器

蓋

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英多量 内 青灰

外 青灰 良

4 ヽ
ミ

須恵器

蓋

ロクロケズリ ロクロナデ 石英少量 内 淡青灰

外 淡青灰 良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

蓋

i3.6

2.15

自然釉 ロクロナデ 石英少量 内 青灰

外 緑灰 良

ミ 4

須恵器

蓋

ロクロナデ ロクロナデ 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

須恵器

杯

10.3

4.05

6.75

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

須恵器

杯

12.45

3.7

8.6

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 茶灰

～青灰

青灰外

良

ミ 4

須恵器

不

16.0

3.6

H.8

ロクロナデ ロクロナデ

火欅

ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

須恵器

外

15.6

3.65

H.9

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英微量 内 淡青灰

外 青灰 良

ll ミ 4

須恵器

杯

15.9

3.8

H.95

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

良

石英少量

内 青灰～

明茶灰

同上外

良

ミ 4

須恵器

杯

19.05

3.5

13.8

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

表H 遺物観察表 (1)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

1-

13 ミ 4

須恵器

不

口

昌

低  H.0

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ 高付台

窯印

良

石英少量

内 濃青灰

濃青灰外

良

ミ 4

須恵器

盤

J9.25

3.5

9.6

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

石英少量 内 明茶灰

外 淡灰～

明茶灰

良

ミ 4

須恵器

杯

H.5

4.15

5.3

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り

ヘラナデ

石英多量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

須恵器

不

13.25

4.2

6.8

ロクロナデ

火欅

ロクロナデ ヘラ切り後

ヘラナデ

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

転用硯

灰釉碗

ロクロナデ

灰釉

ロクロナデ

灰釉

ロクロケズ

リ

付高台

良

石英微量

内 青灰

外 青灰 良

ミ 4

ミ 8

須恵器

霊

28.65 平行叩き

自然釉

同心円叩き後

ナデ

自然釉

石英少量 内 灰色～

緑灰

外灰色～緑

良

ミ 4

ミ 8

須恵器

蓋

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英多量 内 青灰

外 青灰 堅

ミ 4

ミ 8

須恵器

蓋

17.7

3.05

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 緻密 内 灰色

外 灰色 堅 緻

ミ 8

須恵器

甕

ロクロナデ

タタキ後

ロクロナデ

ロクロナデ 石英少量 内 淡青灰

外 淡青灰 良

ミ 8

須恵器

甕

2335

13.3

12.3

ロクロケズリ ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロケズ

lリ

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

甕

ロクロナデ

タタキ後

ロクロナデ

ロクロナデ 石英少量 内 淡褐

外 淡褐 不 良

ミ 8

須恵器

甕

ロクロナデ ロクロナデ 良

石英ごく少量

内 淡青灰

外 淡青灰

やや

不良

表12 遺物観察表 (2)
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図番号 遺 構 名 器  種 去量{Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底
立

ロ 土 色 調 焼 成

2-

1
ヽ
ミ

須恵器

蓋

口  19.0

高  30

低

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 良

石英多量

内 淡灰

外 淡灰～

青灰

やや

不良

ミ 8

須恵器

蓋

17.6

225

ロクロナデ

ヘラケズリ

ロクロナデ 良

石英少量

内 灰褐

外 灰褐

～青灰

やや

不良

ミ 8

須恵器

蓋

15.9

1.75

ロクロナデ

ロクロヘラケ

ズリ

ロクロナデ 良

石英多量

内 青灰

外 青灰

良

歪 み

ミ 8

須恵器

蓋

15,7

2.85

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英 内 灰色

外 灰色

やや

軟

ミ 8

須恵器

蓋

168

3.35

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英 内 灰褐

～褐

同上外

軟 質

歪 み

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

蓋

15.45

2.35

ロクロナデ

ロクロケズリ

粘it屑 付着

ロクロナデ 石英 内 灰色

外 灰色 堅

ミ 8

須恵器

蓋

166

285

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英 内 褐色

外 灰色～

褐色

堅

8 ミ 8

須恵器

蓋

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 良

石英少量

内 淡灰～

明茶

淡青灰外

やや

不良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

蓋

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 良

石英少量

内 淡青灰

外 青灰

堅 緻

良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

蓋

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英少量 内 青灰

茶青灰

青灰外

良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

蓋

ロクロナデ ロクロナデ 石英少量 内黄茶～灰

外黄灰

～青灰

普 通

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

130

49

73

ロクロナデ

火欅

ロクロナデ ヘラ切り後

ヘラナデ

緻密 内 灰色

外 灰色 堅 緻

表13 遺物観察表 (3)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

2-

13 ミ 8

須恵器

杯

口  13.4

高  4.2

底  8.1

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り後

ヘラナデ

石英多量 内 灰色

外 灰色

やや

軟

８ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

13.5

4.2

6.3

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り

ヘラナデ整

形

良 内 青灰

～紫灰

青灰外

良

ミ 8

須恵器

不

13.25

4,15

9.2

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り後

ヘラナデ

石英少量 内 灰色

外 灰色 堅 緻

ミ 8

須恵器

不

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り後

ヘラナデ

石英 内 灰褐

～褐色

同上外

軟 質

ミ 8

転用硯

不

18.85

5.0

8.9

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ 付高台

窯印

粗大石英 内 灰青色

外 灰青色 良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

19.35

3.7

13.3

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英 内 灰

外 灰

やや

軟

ミ 8

須恵器

盤

21.6

3.98

15.55

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英 内 褐色

外 褐色 良

ミ 8

須恵器

盤

19.95

3.0

13.75

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 灰色

外 灰色

不 良

軟

ミ 8

須恵器

盤

18.85

4.48

13.3

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 灰色

外 灰色 歪 み

ミ 8

須恵器

盤

17.9

3.5

13.3

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 褐色

外 褐色 軟

８ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

不

18.3

4.1

14.0

ロクロナデ ロクロナデ 転用硯

ロクロケズ

リ 付高台

良

石英少量

内 淡青灰

外 淡青灰 良

ミ 8

須恵器

杯

H.15

365

8.4

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り後

ナデ付高台

ヘラ記号

緻密

きわめて良好

内 明灰～

淡青灰

淡青灰外

きわめ

て良好

堅緻

表14 遺物観察表 (4)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底
立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

2-

25 ミ 8

不 口 17.35

高  4.05

低  13.2

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

1リ

付高台

良

石英多量

内 青灰

外 青灰 良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

18.0

3.5

13,75

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

緻密 内 灰色

外 灰色 軟

ミ 8

須恵器

杯

15.8

3.2

12.2

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英多量 内 灰色

外 灰色 堅

８ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

16.7

4.1

H.8

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

石英少量 内 茶青灰

茶

青灰外

やや

不 良

ミ 8

須恵器

杯

15.0

3.3

H.15

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ 高台内

に火欅

石英多量 内 灰色

外 灰色 堅 緻

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

15.8

3.15

10.9

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 茶

外 淡黄茶

～茶

やや

不良

歪 み

ミ 8

須恵器

杯

６

．

　

・

５

　

２

．

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英ごく少量 内 青灰

外 青灰

良

歪 み

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

ll.35

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰

良

歪 み

ミ 8

須恵器

杯

18.0

3.5

13.5

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

緻密 内 灰色

外 灰色 良

ミ 8

須恵器

杯

ロクロナデ tr, trti ロクロケズ

リ

付高台

良

石英少量

内 淡褐

橙

灰褐外

不 良

８ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

杯

12.7

4.17

8.25

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ 付高台

窯印

石英少量 内 灰紫色

外 灰紫色 堅 緻

ミ 8

須恵器

杯

H.9

4.58

8.5

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 堅 緻

表15 遺物観察表 (5)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 部 胎 土 色 調 焼 成

2-

37 ミ 8

須恵器

不

口 13.25

高  3.2

低  9.5

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ミ 8

須恵器

不

13.65

4.2

10.4

ロクロナデ ロクロナデ 付高台 石英少量 内 灰色

外 灰色 堅 緻

ミ 8

須恵器

杯

H.6

5.0

8.0

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

良

石英少量

内 淡青灰

外 青灰

～紫灰

良

ミ 8

須恵器

坪

ロクロナデ

ヘラケズリ

ロクロナデ 良

石英ごく少量

内 青灰

紫灰

青灰外

良

ミ 8

須恵器

盤

19.25

2.8

17.3

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

石英 内 褐色

外 灰褐 不 良

3-

1

ヽ
ミ

軟質須恵

器

高杯

205

18.82

126

石英少量 内 灰褐

外 灰褐 不 良

ミ 8

須恵器

高不

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英少量 内 灰白

外 灰白 軟

ミ 8

須恵器

高杯

15.2 ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

4 ヽ
ミ

須恵器

高杯

ロクロナデ

ロクロケズリ

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

ヽ
ヽ
ヽ

土師器

甕

ヘラ磨き ナデ 石英 内 褐色

外 褐色

～黒褐

良

タテ4

土師器

杯

10.9

3.3

5.4

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 橙褐

外 橙褐 軟

タテ4

土師器

杯

12.8

43

6.0

ミガキ

(内黒)

回転糸切り 石英 内 黒灰

外 灰褐

やや

不 良

表16 遺物観察表 (6)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底
立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

3-

8 タテ4

土師器

皿

日 12.7

高  2.2

低  7.1

ミガキ ミガキ

(内黒)

ロクロケズ

リ

付高台

石英 内 黒

外 黒 良

タテ4

須恵器

甕

平行タタキ

ロクロケズリ

タタキ後ナデ ロクロケズ

リ

石英 内 青灰色

外 青灰色 良

タテ4

灰釉陶器

長頸瓶

10.6

24.65

8.2

ロクロナデ

ロクロケズリ

灰釉

ロクロナデ い
ア

　

鳳
＝

ナ
　
脚

石英少量

灰

自
　
白
　
緑

灰
　
灰

　

”

内

外 良

タテ4

須恵器

杯

1235

3.95

5.0

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英少量 内 灰暗

外 灰暗

やや

軟

タテ4

須恵器

杯

12.35

35

53

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り

墨書あり

石英 内 灰色

～茶褐

外灰～青灰

普 通

タテ 1

〃1恵器

杯

134

39

64

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 灰褐

外 灰褐

口緑一部褐

良

タテ「l

須恵器

杯

12.95

4()5

5.6

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 灰褐

外 灰褐 良

タテ′1

須恵器

杯

135

42

5.6

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 灰褐

外 灰褐 良

タテ4

須恵器

杯

13.7

38

5.5

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 濃青灰

～褐

同上外

良

タテ4

須恵器

杯

12.8

4.15

55

s, sti ロクロナデ 回転糸切り 石英中量 内 青灰

外 青灰 良

タテ4

須恵器

杯

13.5

3.85

6.4

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 灰色～

濃青灰

同上外

良

タテ4

須恵器

杯

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英中量 内 灰暗

外 灰暗

やや

良

表17 遺物観察表 (7)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

3-

20 タテ4

須恵器

杯

口 12.3

高 3.85

低  5.3

ロクロナデ ロクロナデ ヘラナデ 石英 内 青灰

外 青灰 良

タテ4

須恵器

杯

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

緻密

石英少量

内 青灰

褐

青灰外

良

タテ4

須恵器

杯

6.55

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

緻密

石英少量

内 褐

灰褐

外 褐

良

4-

1 タテ4

須恵器

横瓶

12.95 平行タタキ

(自然釉)

タタキ後ナデ

(自然釉)

石英少量 内 黒褐

外 灰色

～濃緑

良

タテ4

灰釉陶器

皿

15.1

3.05

6.6

ロクロナデ ロクロナデ

釉刷毛掛け

ロクロケズ

リ 高台内

に墨痕あり

石英ごく少量 内 灰自

～薄緑

灰自外

良

タテ 7

土師器

甕

ナデ ナデ 石英少量 褐

褐

内

外 良

4 タテ 7

土師器

甕

横ナデ ヘラナデ 石英少量 褐

褐

内

外 良

タテ 7

須恵器

甕

横ナデ

平行タタキ

横ナデ

同心円タタキ

石英少量 内 灰褐

褐

青灰外

良

タテ 7

須恵器

蓋

16.1

3.3

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英少量 内 茶

褐

黒

淡

　

”
　

茶外

良

焼 け

歪 み

タテ 7

須恵器

蓋

15.7

2.2

ロクロケズリ

ロクロナデ

割れ修復

ロクロナデ 石英少量 内 灰色

褐

灰色外

良

焼 け

歪 み

8 ド24

須恵器

蓋

15,4

3.0

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英少量 内 青灰

褐

青灰外

堅

9 ド31

土師器

甕

刷毛目 刷毛ロナデ 石英多量 内 灰褐

外 灰褐

～褐色

不 良

表18 遺物観察表 (8)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 部 胎 土 色 調 焼 成

4-

10 ド31

須恵器

杯

口  13.1

高  4.5

低  10.2

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り後

ヘラナデ

石英 内 灰色

外 灰色 軟 質

ド34

土師器

甕

良

石英少量

内 淡褐

外褐～明褐

～赤褐

良

ド34

須恵器

蓋

14.9

3.4

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ ロクロナデ 良

石英少量

内 淡青灰

淡青灰

青灰外

良

ド34

須恵器

椰

15.3

3.5

10.95

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ 付高台

火欅

良

石英少量

内 灰色

外 灰色 良

ド34

須恵器

鉢

14.0

19.9

7.5

ロクロナデ ロクロナデ ヘラナテデ 良

石英ごく少量

内

外

青灰

青灰 良

ド35

須恵器

横瓶

平行タタキ タタキ後ナデ 石英ごく少量 内 灰色

外 灰色 堅 緻

ド37

須恵器

杯

‖.15

4.8

7.l

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

良

石英多量

内 青灰
外 青灰 良 堅

ド37

須恵器

椰

クロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

縄文中期

浅鉢

ミガキ ミガキ 金雲母

石英

褐

褐

内

外 良

遺構外

弥生後期

甕

櫛描波状文 石英 内 暗褐

外 暗褐 良

遺構外

埴輪 櫛描文 石英多量 褐

褐

内

外 良

タテ 7

土師器

甕

ナデ ナデ 石英少量 内 褐色

外 褐色 良

表19 遺物観察表 (9)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 部 胎 土 色 調 焼 成

4-

22 タテ7

土師器

甕

口

尚

底  8.6

ヘラナデデ 粗大石英 内 褐色

外 褐色 良

5-

1 遺構外

須恵器

甕

‐29.3 タタキ後ロク

ロナデ ロク

ナデ タタキ

ロクロナデ 良

石英ごく少量

内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

甕

27.4 横ナデ

平行タタキ

タタキ後ナデ 石英少量 内 灰

外 灰 良

遺構外

須恵器

甕

平行タタキ タタキ後ナデ ナデ 石英 内 灰

外 灰～

青灰

良

4 遺構外

須恵器

蓋

16.2

3.8

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

蓋

14.0

3.0

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 灰紫色

外 灰紫色 良

タテ7

須恵器

蓋

16.5

3.0

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 灰色

外 褐色 良

ヽ
ヽ
ヽ

須恵器

蓋

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 自灰～

淡青灰

淡青灰外

良

遺構外

須恵器

蓋

15.85

36

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 灰色

～灰黒

1司 _L外

良

9 遺構外

須恵器

蓋

13.35

2.8

ロクロケズリ

ロクロナデ

a, n+; 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

蓋

，

一
　

月

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

蓋

13.0

3.25

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 青灰

外 青灰 良 堅

表20 遺物観察表 (10)
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図番号 遺 構 名 器  種 去量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 胎 土 色 調 焼 成

5-

12 遺構外

須恵器

蓋

口  16.8

高  3.35

底

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

蓋

ロクロケズリ

ロクロナデ

指押さえによ

る整形か稜線

は不明瞭

石英

白灰
　
褐

撻憫
　
土
目
　
　
”

内

外 不 良

遺構外

須恵器

蓋

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 灰色

外 灰色 良

遺構外

須恵器

蓋

ロクロケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ 石英 内 灰紫色

外 灰紫色 良

遺構外

須恵器

杯

133

49

9.7

ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切切り

後ヘラナデ

窯印あり

石英 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

杯

12.6

4.2

6.3

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英少量 内 青灰

外 青灰 普 通

遺構外

須恵器

不

‖ 9

32

61

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

杯

H.8

3.45

5.l

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

不

12.2

3.3

5.5

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英少量 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

杯

12.4

42

60

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 石英少量 内 灰

外 灰白

やや

不 良

遺構外

須恵器

椰

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ 付高台

刻書

良

石英

内 褐～

淡褐

外褐～茶灰

不 良

遺構外

須恵器

杯

12.95

4.!

8.8

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

表21 遺物観察表 (H)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 立
ロ 胎 土 色 調 焼 成

b―

24 遺構外

須恵器

杯

口  12.6

高  4.7

底  7.9

ロクロナデ

黒い気泡のは

じいたあと多

ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英多量 内 青灰

外 青灰 不 良

遺構外

須恵器

不

12.9

3.95

8.4

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰

良

歪 み

あ り

遺構外

須恵器

椰

15,7

3.35

10.9

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 茶青灰

青灰

茶青灰外

堅 緻

遺構外

須恵器

杯

14.9

3.55

10.8

ロクロナデ ロクロナデ

火欅

ロクロケズ

:リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 堅 緻

6-

1
ヽ
ミ

須恵器

杯

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 紫青灰

紫灰

紫青灰外

良

遺構外

須恵器

杯

12.65

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英少量 内 淡青灰

外 淡青灰

良

焼歪み

遺構外

須恵器

杯

12.5

375

87

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

リ

付高台

石英 内 青灰

外 青灰 堅 緻

4 遺構外

須恵器

杯

15.4

4.2

12.05

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

:リ

石英 内 灰色

外 灰色

不 良

軟 質

遺構外

須恵器

杯

18.3

6.85

15.9

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

lリ

付高台

緻密 内 灰色

外 灰色～

灰黒

良

遺構外

須恵器

外

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラナデ

付高台

石英少量 内 濃青灰

外 濃青灰 良

遺構外

須恵器

鉢

18.7

10.0

7.25

ロクロナデ

ロクロケズリ

ロクロナデ ロクロケズ

リ

石英 内 褐～

灰色

灰色外

不 良

遺構外

須恵器

高杯

ロクロケズリ 石英少量 内 灰自

外 灰白 普 通

表22 遺物観察表 (12)
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図番号 遺 構 名 器  種 法量(Cm) 外 面 特 徴 内 面 特 徴 底 部 胎 土 色 調 焼 成

6-

9 6ト レ

須恵器

磁

口
　
一昌
　
底

ロクロケズリ

自然釉

ヘラナデ

ロクロナデ

自然釉

ヘラナデ

窯印

石英少量 内 灰自

青灰

灰自外

良

10 遺構外

須恵器

皿

ロクロナデ ロクロナデ ナデ

付高台

石英多量 内 紫青灰

外 紫青灰 良

遺構外

須恵器

皿

14.5

2.2

7.6

ロクロナデ ロクロナデ ロクロケズ

1リ

付高台

石英少量 内 青灰

外 青灰 良

遺構外

須恵器

盟

5.0

4.5

3.0

ナデ ナデ ヘラナデ 緻密 内 灰自

外 灰自 良

遺構外

灰釉陶器

碗

13.6

4.3

7.3

ロクロナデ

灰釉

ロクロナデ

灰釉

ロクロケズ

lリ

付高台

石英少量 内 緑灰白

外 灰白

良

歪 み

あ り

遺構外

灰釉陶器

碗

ロクロナデ ロクロナデ

灰釉

糸切り

付高台

良 内 淡灰白

外 淡灰白 良

遺構外

灰釉陶器

皿

ロクロナデ

灰釉

ロクロナデ

灰釉

ロクロケズ

リ

付高台

緻密 内 灰色

外 灰色 良

遺構外

灰釉陶器

段皿

18.7

2.9

8.0

ロクロナデ ロクロナデ

灰釉

付高台 石英少量 内 灰色

外 灰色 良

遺構外

灰釉陶器

段皿

ロクロナデ

灰釉

ロクロナデ

灰釉

付高台 緻密 石英 内 灰色

外 灰色 良

遺構外

灰釉陶器

耳皿

n, trli
Rffi

ロクロナデ

灰釉

ロクロケズ

リ

付高台

粗い素地 内 灰白色

外 灰白色 良

表23 遺物観察表 (13)
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図版 3
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図版 6

よ年

柱列址 l Pi0

柱列力止2



図版 7
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図版 8
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図版 9
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図版 10
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図版 14
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付編 安宅遺跡周辺の古環境変遷

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

長野県飯田市安宅遺跡は、天竜川右岸の氾濫原上に位置する。本遺跡では、住居址 。溝址 。土坑 。な

どの遺構が確認されている。

今回、本遺跡の堆積環境を検討するために珪藻分析を実施し、遺跡周辺の森林植生や稲作の消長を含

めた周辺低地の植生を検討するために花粉分析 0植物珪酸体分析を実施した。なお、分析点数は、珪藻

分析が 6点、花粉分析が10点、植物珪酸体分析が 6点である。

1.層序と試料

(1)層序

本遺跡の基本層序は、11層に分層される。各層の層相は、10層がにぶい黄褐色シルト質粘土である。

9層が黒褐色砂混じり粘土質シルト、 8層が黄灰色砂質シルト、6層 94層が黒褐色砂質シルト、3層 。

1層が暗灰黄色～暗オリーブ褐色シルト質砂である。なお、発掘調査の結果、 8層上面で畦畔らしき高

まりが断面で確認されている。しかし、各層準の堆積年代については現時点では不明とされる。

なお、竪穴 5床面から検出された炭化材 3点について、学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼し、

放射性炭素年代測定を実施した。半減期は、LIBBYの 5570年を使用した。その結果、放射性炭素年代

測定値は、約1,800～ 1,500年前の年代値が得られた (表 1)。 したがって、竪穴 5の構築年代は、弥生

時代～古墳時代の頃に相当する可能性がある。

表 1.放射性炭素年代測定結果

試料名 年代 (1950年 よりの年数) Code No.

炭サンプル①

炭サンプル②

炭サンプル③

1,520-「 80

1,600二量80

1,830± 90

y.B.P。 (A.D.430)

y.B.P。 (A.D。 350)

y.BoP。 (A.D。 120)

Gak-17581

Gak-17582

Gak-17583
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(2)試料

試料はⅢA区 。ⅢB区の西壁断面の 2ケ 所 (SPoA― SP.Bラ イン,SP.C― SP.Dラ イン)か ら5cmで連

続的に採取された。微化石分析試料は、堆積状況などを考慮してSPoC―SP,Dラ イン (試料番号62～ 30)

から、各分析目的に応じて選択した (図 1)。

層  相

暗オ リープ褐色シル ト質砂 (礫 混 じる )

432.5-

暗灰黄色シル ト質砂 (礫混 じる )

植
物
珪
酸

体
分

析

花

粉
分

析

珪

藻
分

析

分

析
試

料

層

序

13

432.0-- 3

4

6

8
431.5-

9

暗オ リープ褐色シル ト質砂 (礫 混 じる )

黒褐色砂質シル ト

黒褐色砂質シル ト (礫混 じる )

黄灰色砂質シル ト (礫混 じる )

黒褐色砂混 じり粘土質シル ト (礫混 じる )

灰 色粘質土

図 1。 試料採取地点 (SPoC― SPラ イン)模式柱状図

●:分析層位

431.0-
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2.微化石分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で約 7g秤量し、過酸化水素水 (H202)、 塩酸 (HCl)の順に化学処理し、試料の泥化と

有機物の分解・漂白を行う。自然沈降法で粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、適当量計り取リカバー

ガラス上に滴下、乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って

走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定 0計数する (珪藻化石の少ない試料

はこの限りではない)。 同定結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。

種の同定は、K.Krammer and Lange― Bertalot(1986:1988:1991a,b)な どを用いる。なお、珪

藻の生態性について表 2に示す。また、産出した化石がその場所で生きて死んだ現地性の化石か他の場

所から運搬・堆積した異地性の化石かを判断する目安としている完形殻の出現率を求め、考察の際に参

考とした。

表 2。 珪藻化石の生態性

注 塩分に対する区分は、Lowc(1974)、 pHと 流水に対する区分は、Hustedt(1937-38)に よる。

塩分濃度に対する区分 塩分に対する適応性 生育環境 (例 )

海水生種 :強塩生態 (Pd卜'hJoboul

真塩生態 (EuhJobous)

塩分濃度40.0パ ーミル以上に出現するもの 低緯度熱帯海域、塩水湖など

海産生種、塩分濃度40.0～ 30.0パ ーミルに出現するもの 一般海域 (ex大陸棚及び大陸棚以深の海域)

汽水生態 :

中塩生態 (MesOha10bou9

汽水生種 :塩分濃度30.0～

05パーミルに出現するもの

強中塩生種 (α ―MesohJobous)

弱中塩生種 (β ―MesohJobous)
河 □ 内海・ 沿岸・ 塩水湖 な ど

淡水生態 :

貧塩生種 (OHgoh測 obouS
淡水生種 :塩分濃度05パーミル以下に出現するもの

一般陸水域 (ex湖沼・池・沼・

河川 。川 0沼沢地 。泉)

塩分・ PH。 流水に対する区分 塩分・ PHO流水に対する適応性
塩
分

に
対
す
る
適
応
性

貧塩―好塩性種 (HJophHous) 少量の塩分がある方がよく生育するもの 高塩領域 (塩水湖上域・温泉・耕作土壌)

貧塩一不定性種 (Indifrerent) 少量の塩分があってもこれによく耐えることができるもの 一般陸水域 (湖沼・池・沼・河川。沼沢地など)

貧塩―嫌塩性種 (HJophobou9 少量の塩分にも耐えることができないもの 湿原・湿地・沼沢地

広域塩性種 (Euryhalillous) 低濃度から高濃度まで広い範囲の塩分濃度に適応して出現するもの 一般淡水～汽水域

ｐＨ
に
対
す
る
適
応
性

真酸性種 (Iヽ cidobiollhc) pH7.0以下に出現、特にpH55以下の酸性水域で最もよく生育するもの 湿原・湿地・火口湖 (酸性水域)

好酸性lrl(Acidophilous) pl17 0付 近に出現、pH70以 下の水域で最もよく生育するもの 湿原。湿地・沼沢地

pH― 不定性種 (IndifFerent) pl17.0付近の中性水域で最もよく生育するもの
一般陸水 (ex湖沼・池沼。河川)

好アルカリ性種 (Alk」 iphilou0 pH7.0付近に出現、pH7.0以上の水域で最もよく生育するもの

真アルカリ性種 (AkJiЫ ontiめ 特にpH85以上のアルカリ性水域で最もよく出現するもの アルカリ性水域 (少ない)

流
水
に
対
す
る
適
応
性

真止水性種 (1」 inlnObiontic) 止水にのみ出現するもの 流入水のない湖沼。池沼

il' tLzk'lll fiF: ( [-irnnophilous) 止水に特徴的であるが、流水にも出現するもの 湖沼 池沼・流れの穏やかな川

流水不定性種 (lndifferent) 止水にも流水にも普通に出現するもの 河川 。川 池 湖 7召

好流水憎L種 (Rheophi10us) 流水に特徴的であるが、止水にも出現するもの 河川 。川 。小川 。上流域

真流水性 F「l(Rhoobiontic) 流水域にのみ出現するもの 河川・川 0流れの速い川・渓流 。上流域

陸
生
珪
藻

好気性種 (Acrophilous) 好気的環境 (Aenalhabitats)

水域以外の常に大気に曝された特殊な環境に生育する

珪藻の一群で多少の湿り気と光さえあれば、土壌表層

中のコケの表面に生育可能特に、土壌中に生育する陸

生珪藻を土壌珪藻という

土壌表層中や土壌に生えたコケに付着

本の根元や幹に生えたコケに付着

濡れた岩の表面やそれに生えたコケに付着

滝の飛沫で湿ったコケや石垣・岩上のコケに付着

洞窟入口や内部の照明の当った所に生えたコケに付着
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堆積環境の解析にあたっては、まず塩分濃度に対する適応性から産出種を海水―汽水―淡水生種に分類

し、淡水生種については更に塩分・水素イオン濃度 (pH)。 流水に対する適応性について生態区分す

る。そして、産出率 2%以上を示す分類群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。図中の海

水―汽水―淡水生種の比率と各種産出率 0完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の出現率は淡水生

種の合計を基数とした相対頻度で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示した。な

お、Oは 1%未満の産出、○は100個体以下の試料における産出を示す。環境解析にあたっては、安藤

(1990)の環境指標種群を参考とする。

(2)花粉分析

花粉 。胞子化石は、湿重約10gの試料について水酸化カリウム (KOH)処理、重液分離 (臭化亜鉛 ,

比重2.2)、 フッ化水素 (HF)処理、アセトリシス処理の順に物理 。化学的な処理を施して、試料から

分離 。濃集する。処理後の残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプ

レパラート全面を走査しながら、出現する全ての種類 (Taxa)に ついて同定 。計数を行う。

結果は同定 。計数結果の一覧表と花粉化石群集の変遷図として表示する。図中の出現率は、木本花粉

が木本花粉総数を、草本花粉 。胞子が総数より不明花粉を除いた数を、それぞれ基数として百分率で算

出する。図表中で複数の種類をハイフォン (一 )で結んだものは、種類間の区別が困難なものである。

(3)植物珪酸体分析

試料約 5gについて、過酸化水素水と塩酸による有機物と鉄分の除去、超音波処理による試料の分散、

沈降法による粘土分の除去、ポリタングステン酸ナトリウム (比重2.6)に よる重液分離を順に行い、

植物珪酸体を分離 。濃集する。検鏡し易い濃度に希釈した後、カバーガラスに滴下し、乾燥させる。こ

れを、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現するイネ科植物の葉部 (葉身と葉鞘)の短細

胞に由来する植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身の機動細胞に由来する植物珪酸体

(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、同定 。計数する。なお、同定には、近藤 。佐瀬 (1986)の分類を

参考にする。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数を一覧表で示す。また、各種類の出現傾向から、生育し

ていたイネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を作成する。出現率は、短細胞珪酸体と機動細

胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。なお、○○は1%未満を、

+は短細胞珪酸体が200個体未満、機動細胞珪酸体が100個体未満の試料において検出した種類を示す。
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3.微化石の産状

(1)珪藻分析

結果は、表 30図 2に示す。珪藻化石は、試料番号45058の 2試料から統計的に扱えるだけ産出した。

その他の試料では、珪藻化石が極めて少ない。また、珪藻化石の産出する試料の完形殻の出現率は、試

料番号58が 12%、 試料番号45が 45%で ある。産出種は全て淡水生種で、産出分類群数が19属73分類群

(57種 。13変種 。種不明 3種類)である。以下に個々の産出種の特徴を述べる。

試料番号58で は、陸生珪藻の中でもとくに耐乾性の強い陸生珪藻のA群のHantzschia amphioxys

が優占し、水域からも好気的環境からも認められる陸生珪藻のB群のNavicula confelvacea、 陸生珪

藻のA群のNavicula mutica、 流水不定性で好塩性のRhopalodia gibberula、 Pinnularia spp.が 多

産する。

試料番号45で は、流水不定性のCymbella silesiaca、 Gomphonema parvulum、 Rhopalodia gib

berulaが多産し、沼沢湿地付着生種群のCymbella naviculiformis、 Anomoeoneis brachysira、 G

omphonema gracileを 伴う。

(2)花粉分析

結果は、表 4。 図 3に示す。花粉化石は、試料番号61・ 58054の 3試料を除く7試料で検出される。

花粉化石群集は、試料番号56～ 38と試料番号32で異なる。試料番号56～ 38で は、ツガ属が最も高率に出

現し、次いでマツ属が出現する。また、モミ属・ クマシデ属一アサダ属・ハンノキ属 0コ ナラ属コナラ

亜属 。コナラ属アカガシ亜属 。ニレ属一ケヤキ属 。ツツジ科などが随伴あるいは稀産する。これに対し

て、試料番号32で は、マツ属が最も高率に出現し、ツガ属・スギ属・クマシデ属一アサダ属 0ハ ンノキ

属 。コナラ亜属 0ア カガシ亜属などが出現する。

一方、草本花粉は、各試料ともイネ科が多産する。この他、サジオモダカ属 。カヤツリグサ科 。ミズ

アオイ属・サナエタデ節一ウナギツカミ節 。ソバ属 。キカシグサ属 。ヨモギ属 。タンポポ亜科などが随

伴あるいは稀産する。

(3)植物珪酸体分析

結果は、表 5。 図 4に示す。短細胞珪酸体は良好に検出されるが、機動細胞珪酸体は試料番号61を除

く試料で良好に検出される。

植物珪酸体組成は、試料番号61と試料番号58～ 45で異なる。試料番号61で は、ネザサ節 。ヤダケ属を

含むタケ亜科短細胞珪酸体が多産する。試料番号58～試料番号45になると、タケ亜科短細胞珪酸体が減

少し、栽培種のイネ属が増加する。イネ属機動細胞珪酸体の出現率は、約30～ 75%と高率である。その

他、キビ族 。ヨシ属 。ウシクサ族 。イチゴツナギ亜科などを伴う。
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表3.珪藻分析結果

Specles Name 晨忌急号
９

５８

８

％

６

５２

４

５０

３

朽

Atphora ovalls var. cffinls (Kuetz.)V.Heurck
[0JAnomeoneis brachyslrc (Breb. )Grunov
frl]/lulccoseirc cdiguc (Grun. )Simnsen
tulocoseiro itolico (Ehr.)Simonsen

f 'SJCaloneis leptosora Xrwwr t Lange-&rtatot
Caloneis si I iculo (Ehr. )Cteve
Cydel lo caphioxys (Kuetz. )Grunoy
llt0JCydel la cistula (Hemp. )Grunor
Cyabel lc sroci I ls (Rabh. )Cteve
Cyabella heteropleurc var. rinor Cteve
(0J0yrbella csiono Chotnoky
t0J0vriel lo ncvicul iforuiS Auersvatd
lffyrbel la si leslacc 8[eisch
lft(lCyabel lo sinuota Greeory
#Cyr[el lo turida (Ereb.lV.Heurck
Cyrbello spp.
0lplonels ovol is (llltse)Cteve
0iplonels mrm Cteve
0iploneis sp.
Eunof ia crcus Ehrenberg
funot{o luncrls (Ehr.)Grunor
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00Synedra funpens var. faniliaris (Kuetz.)Grunor
00lcbel laric f locculosa {Roth)Kuetzing

at‐ bl

ac― it

at‐ it

at‐ it

ind

at‐ it

ac‐ it

at― lt

lnd

ac‐ it

at‐ bi

ind

ind

at― it

at‐ it

unk
at‐ it

ind

unk
ac― lL

ac― it

ac― it

at‐ it

at‐ it

at‐ lι

at‐ it

at‐ it

ac‐ it

at‐ bi

at― it

at‐ it

at― it

at― bi

at― bi

at‐ bl

at― it

ac‐ it

ind

lnd

at― it

ind

ac‐ it

ind

at‐ it

ind

ac‐ bi

ac‐ it

ac‐ it

lnd

ac― it

ac‐ it

ac¨ lt

ac― lt

ac― it

ac‐ it

ind

ind

ind

ac‐ it

ind

ac― it

ac‐ it

unk
at‐ bi

lnd

ac‐ lt

ac‐ it

ind

ind

at― it

at― it

ind

ac― it

1

1

2

2

1

FlarineHaterSpecies 0 0 0 0 0 0
ilarlnetoBrackishl,faterSpecles 0 0 0 0 0 IBracklshHaterSpecies 0 0 I 0 0 q

____E:!_!:rl-!r:i::--- ----?9:----?9----11----31---191--.--1.
Totat Number of 0latons 205 28 11 21 101 0

２
＝
１
５
１
１
５
％
１
１

一
一
１

．
１
１

・
２
２
５
１
４

一
７
５
４
１

一
一
１
３

一

ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
劇
ｏｂ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｄ
ｎｋ
ｎｄ
ｎｄ
ｕｎｋ
ｈｏｂ
ｈｏｂ
励
ｉｎｄ
ｌｎｄ
ｉｎｄ
悧
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
‐ｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
‐ｎｄ
ｈｏｂ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｈｏｂ
ｉｎｄ
ｈｏｂ
ｈ
ｉｎｄ
ｈｏｂ
ｈｏｂ
ｉｎｄ
ｈ
ｈｏｂ
悧
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｈｏｂ
ｈｏｂ
ｕｎｋ
ｈｉｔ
冊
ｈｏｂ
ｈｏｂ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｈｏｂ

的
鮨
的
的
釣
的
釣
的
∞
的
伽
的
的
的
的
的
的
“
∞
伽
∞
”
的
的
釣
”
的
釣
的
的
的
伽
伽
的
伽
釣
的
０９
的
的
的
的
的
的
的
釣
釣
的
的
的
鮨
的
的
釣
的
的
０９
的
的
的
的
∞
伽
的
伽
的
的
的
的
的
的
伽
的

凡例
Ho R.:塩分濃度に対する適応性  pH:水素イオン濃度に対する適応性
Ogh― hil:貧塩好塩性種     al― bi:真アルカリ性種
℃gh― ind:貧塩不定性種     al― il:好 7励り性種
Ogh― hob:貧塩嫌塩性種     ind :pH不定性種
Ogh― unk:貧塩不明種      ac-11:好酸性種

ac― bi:真酸性種
unk :pH不 明種

環境指標種群

C.R:流水に対する適応性
1-bi:真 止水性種
1-ph:好 止水性種
ind:流水不定性種
r― ph:好流水性種
r― bi:真流水性種
unk:流水不明種

[K]:中～下流性河サ1け旨標種 [N]:湖沼沼沢湿地指標種 [0]:沼沢湿地付着生種 (安藤,1990)
#:好汚濁性種 ##:好清水性種 (渡辺ほか,1986)
[・ ]:陸生珪藻 ([・ A]:A群 ,[・ B]:B群、伊藤。颯内,1991)
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表4.花粉分析結果

種  類 (Taxa)

層名

試料番号

木 本 花 粉
マキ属

ラ島量
トウヒ属
マツ属

スギ属
マキ属

イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科

手了ラル晉属
多修〕早属_ァサダ属

;う響こ言
ヨすζ量子方勇琴塁属
クリ属―シイノキ属

万ぢ曇子多彰苫ラ属
ウルシ属

ラ1菫菖
属

I革:〕言暑似種

3

24

125

21
6

1

2

17

1

9

113
1

46

3

6

2

12
5

4

6

1

2

1

2

1

1

848
149
1

3

29

1

1

1

858
61

1

339
43

3

7784  285
38   35

4     2

1     -

3     6節カツ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

属

ギ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

ウ
　
　
　

　
　

　
　

属

　

ア

草

1

5

2

9 1

1

3

10
3

1

1

不明花粉

シジレ緩」撃子 103

子
子
胞

粉
粉
粉
胞

ｏ

花
花
花
類
粉

本
本
唄
ダ
花

計
木
草
不
シ
総

△
ロ 250  219  239  239  219

890  971 1138 1001  921
28   24   31   22   15
23   35  126   59  101
1191 1249 1534 1321 1256

201    6  209
404    8  433
17    0   26
103   22  139
725   36  807
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図4.植物珪酸体組成の層位的変化
出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算

出する。なお、●○は 1%未満を、十は短細胞珪酸体が200個体未満、機動細胞珪酸体が100個体未満の
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表 5。 植物珪酸体分析結果

3  4  6  8  9

45   50   52   54   58種  類 (Taxa)

層名

試料番号

膏
耗
耗
”
筋
発
客
剰
利

イ

4

16

45
9

397
8

1

20
8

51

24
74

‐７

一

二

一

９

３

一

６‐

３

１

４

‐５

４４

９

４８

108  146   64
-    -    1

1

2

30
24
2

449
27
15
36
32
247
119
256

チ4手早笙サ属

釧 節
翻

風サグ
属
ナ
キ
科

プ
ス
亜
　
型
型
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ギ
　
パ
ク

機

”
男

″

ク
グ
ゴ
キ
ヒ
ダ

体
体
酸
酸
珪
珪
胞
胞
細
細
動
数

短
機
部
身
個

葉
葉
科
科
出

計
ネ
ネ
イ
イ
検

△
ロ

73   80
イネ科葉身機動細胞珪酸体

::菫113嘉訂
ヨシ属
ウシクサ族
シバ属
不明

214
126
340

395 1386
105  110
500 1496

列
列
列

体
列
胞
胞
胞
列
列
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片
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部  機
短  動
細  細
胞  胞
由  由
来  来

イ
ネ
族
イ
ネ
属

-102-



4。 古環境について

(1)低地の環境一稲作の検討も含めて一

10層が堆積した頃、本遺跡周辺の微高地では、ネザサ節・ヤダケ属などのササ類やウシクサ族ススキ

属が生育していたと考えられる。なお、本層では、栽培植物とされるイネ属がわずかながら検出されて

いるが、これは出現率が極端に低いことをみると上位からの落ち込みの可能性が高い。本層では、珪藻

化石がほとんど検出されないため、堆積環境について検討することが不可能であった。

9層～ 1層が堆積した頃になると、周辺では主にササ類・ススキ類以外にもキビ族・イチゴツナギ亜

科 。シバ属などのイネ科草本類が繁茂していたと推定される。この他、カヤツリグサ科 0サナエタデ節一

ウナギツカミ節・ ヨモギ属を含むキク科などが生育していたと推定される。なお、 9層下部では、乾い

た環境を指標する陸生珪藻が約60%と多産するが、珪藻化石の完形殻の出現率が約10%と 極めて低い。

したがって、 9層下部は、乾いた場所の土壌が再堆積した可能性があるものの、詳細な検討が不可能で

ある。 3層では富栄養水域に一般的な流水不定性種や好塩性種が多産し、沼沢湿地付着生種群を伴う。

このことから、 3層は水生堆積したと推定され、周辺に富栄養で沼沢地のような水域環境が存在してい

た可能性がある。なお、 9層下部 。3層以外では、珪藻化石がほとんど検出されないため、堆積環境を

検討することが困難である。

9層～ 3層では、栽培植物とされるイネ属が短細胞・機動細胞の 2形態とも検出される。その出現率

は、 9層で既に高率である。また、 6層より上位では籾に形成される穎珪酸体も検出された。過去の稲

作を検討する場合、稲作の集約度や耕作期間などによリイネ属珪酸体の出現率に差異がみとめられるが、

現水田の耕作土を比較することが一つの指標になる。現水田耕土におけるイネ属機動細胞珪酸体の産状

を調査した例として近藤 (1988)がある。これによれば、イナワラ堆肥連用 (8年間、 500カ9/10ha/

年)の水田耕作土表層では、イネ属機動細胞珪酸体が16%であるとされている。これにしたがうと、本

層準のイネ属機動細胞珪酸体の出現率は、現耕作土層の16%を はるかに越えている。したがって、本層

準が堆積した頃、調査地点の周辺では稲作が行われていた可能性が高い。とくに8層では、畦畔など水

田に関連する遺構も検出されていることから、当時水田が行われ試料採取地点は生産域であったと推定

される。ところで、 9層のイネ属珪酸体の出現率は、畦畔が検出された8層よりも高率である。このこ

とを考えると、 9層 も水田層に相当する可能性がある。また、水湿地生植物のサジオモダカ属・オモダ

カ属 。スブタ属・ホシクサ属・ ミズアオイ属 。キカシグサ属に由来する花粉化石が検出される。これら

の種類は、いわゆる水田雑草となり得る種類であり、当時も水田内で雑草として存在していた可能性が

ある。なお、 3層が堆積した頃になると、珪藻化石の産状から富栄養な水質が存在していたと推定され、

イネ属の短細胞珪酸体 。穎珪酸体が下位に比較して多産することから、稲作の様態が変化した可能性も

ある。ただし、これについては発掘調査所見や文献史料なども含めて総合的に検討する必要がある。

一方、 9層より上位では、畑作植物とされるソバ属が検出されている。これより、本遺跡周辺では、

ソバ栽培などの畑作も行われていたと推定される。また、 la層堆積時になるとキュウリ類などの栽培

も行われていたのであろう。

(2)森林植生

9層上部より上位の花粉化石群集は、ツガ属が多産し、マツ属が上位に向けて増加することが特徴で

ある。この他、クルミ属・クマシデ属一アサダ属・ハンノキ属・コナラ亜属・アカガシ亜属・ニレ属―
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ケヤキ属など検出される。ツガ属は、モミ属・スギ属などとともに温帯性の針葉樹に由来 しているもの

と推定される。 したがって、周辺にはツガ類を中心とした温帯性の針葉樹林が成立 しており、これらに

混 じってブナ類 。ナラ類 。クリなどの落葉広葉樹が生育 していたのであろう。また、クルミ。シデ類 。

ハンノキ 。ケヤキの仲間などが比較的湿った場所に生育 していた可能性がある。下位より増加傾向を示

していたマツ属が la層で多産する。縄文海進最盛期以降、マツ属が増加 。多産する現象は、日本各地

で認められており、この原因が人間の直接的あるいは間接的な植生干渉が著 しくなったことに由来する

とされている (塚田,1981)。 ここでもマツ属の急増も人間が周辺植生に著しく干渉 したため、マツニ

次林や植林が増加 したことを反映していると推定される。

木曽谷では、 ヒノキを中心とする温帯性針葉樹林の発達過程について花粉分析により調査がなされて

いる (酒井,1979)。 本地域では、ツガ類を中心とした温帯性針葉樹である。この要因は、降水量の差

など気候的な要因、地形 。土地条件などに起因しているかもしれない。なお、現時点では、基本層序の

堆積年代や遺構構築年代などが不明確である。 したがって、今回時代時期を考慮 して解析を行うことは

できなかったが、今後整理調査が進み、堆積層 。遺構の時代性が明らかになったときに再検討する必要

がある。
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図版2 花粉化石

50pm

1.ツガ属 (lb層 :試料番号38)
3.コ ナラ属アカガシ亜属 (3層 :試料番号47)
5.ア リノトウグサ属 (lb層 :試料番号38)

7.キ カシグサ属 (lb層 :試料番号38)

50μ m

(2-7)

2.ハ ンノキ属 (lb層 :試料番号38)
4.マ ツ属 (lb層 :試料番号38)
6.ミ ズアオイ属 (3層 :試料番号47)



図版3 花粉化石

8.コ ナラ属コナラ亜属 (lb層 :試料番号38)

10.ソバ属 (試料番号45)

12.イ ネ科 (lb層 :試料番号38)

50μ m
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区1版 4 植物珪酸体

1イ ネ属機動細胞珪酸体 (3層 :試料番号45)
3イ ネ属穎珪酸体 (4層 :試料番号50)

5ネザサ節機動細胞珪酸体 (8層 :試料番号54)
7ウ シクサ族機動細胞珪酸体 (6層 :試料番号52)
9イ ネ属短細胞珪酸体 (3層 :試料番号45)

Hキ ビ族短細胞珪酸体 (6層 :試料番号52)
13ヤ ダケ属短細胞珪酸体 (10層 :試料番号61)
15ヨ シ属短細胞珪酸体 (9層 :試料番号58)

17ス スキ属短細月観圭酸体 (6層 :試料番号52)
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2イ ネ属機動細胞珪酸体列 (9層 :試料番号58)

4キ ビ族機動細胞珪酸体 (4層 :試料番号50)
6タ ケ亜科機動細胞珪酸体 (6層 :試料番号52)
8シ バ属機動細胞珪酸体 (3層 :試料番号45)
10チ ゴザサ属短細胞珪酸体 (6層 :試料番号52)

12ネザサ節矢蘇田胞珪酸体 (10層 :試料番号61)
14タ ケ亜科短細胞珪酸体 (8層 :試料番号54)

16コ ブナグサ属短細月び圭酸体 (9層 :試料番号58)

18イ ネ属短細胞珪酸体列 (4層 ::試料番号50)
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